
Event: 2022 全日本学生ヨット選手権大会 87th ALL Japan Intercollegiate Sailing Championship Race Number: 4
Hearing Schedule: 2022-11-05 18:40

PARTIES AND WITNESSES
Request No.: 51: 国際スナイプ級 - 国際スナイプ級 - JPN 31308 - 21 - 東京大学

国際スナイプ級 - 国際スナイプ級 - JPN 31022 - 63 - 福岡大学 矢野 竜大
Witnesses: 72 鹿屋体育大学

VALIDITY

Objection to Jury: No

Within Time Limit: Within Time Limit

Incident Identified: Yes

Proper Hail: Hail not required

Red Flag Displayed: Not required

Decision: Request Valid

PROCEDURAL MATTERS受付番号23に関して、63からの審問の再開の要求

FACTS FOUND
11月4日に受付番号23の審問が行われた。
審問に先立ち、調停が行われた。
17:00 63が抗議を出されていることに気づく
17:05 調停が行われた
17:10 調停が終了した。調停員の意見は「どの艇も規則に違反していない」であった。
17:12 抗議締切時刻
17:40 審問が開始された（スケジュール時刻通り）
17:50 63はプロテスト事務局に開始時間を確認し、審問に途中入室した。
SIが11/3に変更され、審問スケジュールは、オンライン掲示板に掲示されるように規定されていた。（別途、通告参照）
63はスケジュールのメールがあるものと思い、17:10�17:50まで審問室がある建物でコーチらと審問の準備をしながら待機
していた。
審問の準備は、17:40には終了していた。
63が新しい証拠として提示しようとしていたのは証人だった。
それはケース23（最初の審問）の判決を得た後に証人を探したものであった。

DECISION
Request to Reopen

Request No.: 51



Date & Time: 2022-11-05 18:52 JST

帆走指示書の変更.png 270 KB

Diagram: No Diagram Needed

CONCLUSIONS AND RULES THAT APPLY
Rules: RRS66.1プロテスト委員会はその証言をRRS66.1に基づく「重要な新たな証拠」とは認めない.
またプロテスト委員会は、当初の審問において明らかな誤りを犯していない。したがって、審問を再開するためのRRS
66.1の要件は満たされていない。

DECISION再審の再開を拒否する

PROTEST COMMITTEE
Chaired By: Masahiro Yoshimoto (JPN)
Committee Members: Marie Higashida (JPN), Yoji Watanabe (JPN)
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